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（午前１０時１分 開会） 

○香川良平委員長 ただいまから、民生常

任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長 

○森山市長 おはようございます。 

 いよいよ１２月の１日。今年も師走に入

りました。委員の皆さんには、何かとお忙

しいところ、本日は民生常任委員会をお持

ちいただき、大変ありがとうございます。 

 本日の案件は、令和３年度摂津市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）の審査、

ほか６件についてお願いいたします。 

 何とぞ慎重審査の上、ご可決いただきま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

○香川良平委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、光好委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに、異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時２分 休憩） 

（午前１０時３分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 議案第７７号所管分の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 なお、本日の委員会も新型コロナウイル

ス感染予防の観点から、着座のまま質疑、

答弁をよろしくお願いいたします。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、私のほうは１

点だけ確認させてください。 

 ２４ページから２５ページで、民生費、

社会福祉費のところで、国民年金システム

改修委託料が３３万円の計上をされてま

す。内容について、まずお聞かせいただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、光好委員

のご質問にご答弁申し上げます。 

 予算書２４ページ、２５ページの国民年

金システム改修委託料でございますが、国

民年金法等の一部改正に伴い、令和４年４

月１日から、年金手帳から基礎年金番号通

知書というものに切り替えが行われるこ

とになっております。その対応をするため

のシステム改修が主な内容となっており

ます。 

 システム上の表示項目やシステムから

取得される届け書きなどにおける、年金手

帳の文言をこの基礎年金番号通知書に変

更するものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。年金手帳

が廃止というところでございますけれど

も、知らない方もおられるかとは思うんで

す。例えば、年金の手続などに来られて、

年金手帳が４月以降は廃止という状況の

中で、窓口の対応であったりとか、何か市

としての対応が変わるといったことがあ

るのかないのか、分かっている範囲でお聞

かせいただければと思います。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、光好委員

の２回目の質問にご答弁申し上げます。 

 切り替えに伴う市の案内、変更点等につ

いてでございますが、委員のご指摘のとお

り、４月１日以降は二十歳になられる方に

関しまして、年金手帳が廃止され、新たに
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基礎年金番号通知書が発送されます。 

 現在のところ、日本年金機構からは正式

な通知はございませんが、国民年金の各届

け出時には、基礎年金番号を記入していた

だいていることから、基礎年金番号の確認

書類として、新規の方は、これまでの年金

手帳ではなくて、この基礎年金番号通知書

を持参するような形になるかと思います。

いずれにしましても、時期はまだ未定では

ございますが、切り替え時期が近づきまし

たら、丁寧な周知をしていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。二十歳に

なられた方の対象者からということです

ね、理解いたしました。 

 先ほども言っていましたように、日本年

金機構のほうからの周知とか、連絡という

ことになろうかと思いますけれども、市の

ほうとしましても混乱等がないような形

で対応いただければというふうに思いま

すんで、よろしくお願いいたします。 

 私からは以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、質問が２点で

す。 

 一つは、今、光好委員からも質問のあり

ました国民年金システム改修委託料です

が、新しく二十歳になられる方、来年４月

から年金手帳ではなく通知書に変わると

いう、今のご答弁でございましたが、今ま

での年金手帳は、引き続き使えるというこ

とですが、紛失をした場合ですね、これが

どういうふうになるのかということを教

えていただきたいと思います。 

 そして、二つ目です。７ページ、債務負

担行為の補正が入っております。一つは衛

生害虫等駆除事業、また動物死体収集・運

搬事業、環境政策課に係るところですけれ

ども、この債務負担行為の額、これは３年

に１回ということですが、前回と金額がど

うなっているのか、また、これは業者への

委託だと思いますけれども、業者の選定は

どんなふうになっているのかについて、教

えてください。その二つです。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、増永委員

の質問番号１番の年金システム改修委託

料に関するご質問にご答弁申し上げます。 

 紛失した際の再発行に関するご質問で

ございます。確かに委員のご指摘のとおり、

現在の持っておられる年金手帳はそのま

ま使えますが、もし紛失された場合の再発

行に関しては、令和４年４月１日以降はで

きなくなります。現状、年金定期便あるい

は年金額通知書等に既に基礎年金番号が

記載されておりますので、そちらをもって

手続が可能となりますので、そういった対

応になるかと思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 それでは、債務負担

に関するご質問でございます。 

 衛生害虫等駆除事業のほうからご説明

をいたします。３年前の債務負担行為の金

額は、１，６９９万７，０００円と理解を

いたしております。今回の債務負担の合計

額が１，２９２万４，０００円ということ

で、差はございますけれども、３年前の契

約額なり、現時点での来年度の予算に対す

る見積書また事業の見直し等々を行いま

して、今年度、衛生害虫駆除につきまして

は、１，２９２万４，０００円の債務負担

の額の計上をさせていただいております。 
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 契約につきましては、指名競争入札で実

施をいたしております。３年前の入札でご

ざいますけれども、１０社に対して指名競

争入札の実施を行っております。 

 続きまして、動物死体収集・運搬事業の

ほうでございます。債務負担の額につきま

しては、３年前は１，６５１万円でござい

ます。今回は１，９２９万７，０００円を

計上させていただいております。 

 業者のほうに見積書を頂戴いたしまし

て、現時点での見直しを参考にいたしまし

て、次回の債務不履行として１，９２９万

７，０００円を計上させていただいており

ます。 

 ３年前の契約につきましても、先ほどと

同様、指名競争入札で実施をいたしており

ます。３年前、８社に対して指名競争入札

をさせていただいているというような状

況でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、１番目の年金

手帳に関する問題です。 

 再発行はもうこれからはされないとい

うご答弁でございました。この年金手帳の

廃止ということは、そもそもマイナンバー

カードの制度の下に出されてきている問

題だと思うんです。マイナンバー制度を土

台にして、今は基礎年金番号が年金では割

り振られておりますけれども、いずれはこ

の基礎年金番号をなくして、マイナンバー

で管理をしていこうというのが、政府の方

向性だと思うんですけれども、すぐそうい

うことをするということはできないわけ

ですね。全ての人がマイナンバーカードを

持っているわけではないですし、そういう

中で、マイナンバーカードへの誘導策の一

つでもあるかなというふうに思っており

ます。 

 非常に国民にとっては、再発行がなくな

って、いろいろと不安な思いもされること

かと思いますので、その基礎年金番号をき

ちっと伝えていただく、この通知書で大丈

夫やということを伝えていただくと同時

に、システム改修にもう莫大な金額をかけ

ていろんな誘導策をやっていくわけです。

これから健康保険証、銀行口座とのひもづ

けでマイナポイントを一人最大２万円受

け取ることができるみたいな、そんなこと

も政府は言うているわけですが、この原資

は全部国民の税金です。無理やりな誘導を

させないように、ぜひ市のほうからも声を

上げてほしいと思いますし、また、年金の

データ処理そのものはもちろん年金機構

がこれからもやっていくわけです。この情

報をどうするかというのは年金機構の仕

事ですけれども、今までにも「消えた年金

問題」とか、それから情報の漏えいとか

様々ございました。 

 マイナンバーにすれば安心かというと、

反対に不安が広がるというのが、国民の思

いだと思いますので、ぜひその辺は、しっ

かりと市民に対しても、また国に対しても、

対応していただきたいと思いますので、こ

の問題は要望としておきます。 

 続きまして、２番目です。 

 衛生害虫等駆除事業のほうは、金額が今

回、以前よりも下がって、それは実態に応

じたものだというようなお話でございま

した。 

 それから、動物死体収集・運搬事業のほ

うは、金額が引き上がっているということ

です。消費税もふえておりますし、人件費

もふえているので、引き上がるということ

はあるのかなとは思うんですけれども。 

 衛生害虫等駆除事業のほうですね、見て
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みますと、令和２年度についての事務報告

書の１４７ページに衛生害虫等相談及び

駆除・処理件数というのが出てきています。 

 これを見るとね、非常に相談件数と駆除

件数に乖離があるというふうに見えるん

です。例えば、ネズミですと、相談件数５

件なんですけれども、駆除件数はゼロなん

です。蚊の場合は、相談件数１９件で、駆

除件数２２１件、ゴキブリも相談件数２件

なんですけれども、駆除件数は８２件とい

うふうなことで、相談件数は少ないんだけ

れども、駆除件数は多いと。蜂のほうは、

相談件数４６件あるんですけれども、駆除

件数は１１件しかない。 

 こういう相談件数と駆除件数の乖離と

いうのがどうなっているのか、この辺につ

いて、教えていただきたいと思います。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長、事務報告書の内容の

ご質問でございます。 

 表の作りが少し分かりづらくなってい

て、大変申し訳ございません。一つの表題

で一つの表ということで、相談件数と駆除

件数を一つの表にいたしてしまっており

ますけれども、相談と駆除について、連動

している表ではないということをまずご

理解いただきたいと思います。 

 ネズミのところ、相談件数５件で、駆除

件数ゼロということでございますが、その

相談に対しては、大阪府ペストコントロー

ル協会でございますとか、いろいろな関係

機関をご紹介させていただいたり、我々担

当のほうのアドバイスを参考にして、対応

していただいたりいたしておりますので、

駆除件数はゼロでございますけれども、相

談に対しては、適切に対応させていただい

ているというような状況でございます。 

 表の中で少し誤解を得るような表にな

っているというようなご指摘もあろうか

と思いますので、来年度の事務報告書につ

きましては、皆様に認知していただきやす

いような表に見直しも含めて検討してい

きたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 相談に対しては、ちゃん

とした対応をしていただいているという

ことでお伺いをいたしました。 

 蚊なんかは駆除のほうが件数が多いわ

けですけれども、これは相談がなくっても、

やっていかなければならない場所という

のが以前から摂津市の中にあるので、そこ

をちゃんと駆除をしていただいていると

いうことだとは思うんですけれども。 

 この事業ですね、以前は保健福祉課の担

当になっていまして、正規職員も業務を行

っていましたが、業務委託にだんだんと移

行するということになったと思います。平

成２８年度から３年間の債務負担行為が

始まって、今回が３回目の債務負担行為だ

と思うんですけれども、その移行に当たっ

て、やはり市民の方からのご相談というこ

とについて、市としてできる限りしっかり

とした対応をしていきたいということを

当時の委員会の中の質問に対しても答え

ていただいているんですね。正規職員の方

もいきなり辞めるんじゃなくて、債務負担

行為が始まっても、業務を引き継いでいけ

るようにというふうなことも考えていま

すみたいな答弁もありました。恐らく正規

職員でこのことに携わってはるという方

はいらっしゃらないんだと思うんですけ

れども、業務委託になっている中で、どん

なふうにされているのかという点につい

て、一つお聞きしたい。 

 あと蜂の問題なんですけれども、この蜂
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の対応というのは、スズメバチについては、

市が対応するけれども、ほかのはやらない

んだというのを以前、お話を聞いていたと

思うんです。市民の方は市がスズメバチし

かやらないとか、そんなことは知らないと

思うので、いろんな相談がきっとあると思

うんですけれども、現状どうなっているの

かということ。 

 それと、私の住んでいる近くの地域で、

家にスズメバチが飛んでくる。何とかして

ほしいということで、市に相談したんだけ

れども、スズメバチの巣を見つけてもらわ

ないと駆除できないというふうなことで、

なかなか対応がしてもらえないというよ

うなこともお聞きしたことがあるんです。

その辺についても、お答えいただきたいな

と思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 まず、衛生害虫でご

ざいます。 

 委員からもございましたように、以前、

直営でやっていた時期はございます。平成

２４年度までだったのかなと記憶をいた

しております。委託料の状況を見ますと、

平成２５年度に大阪府ペストコントロー

ル協会に委託をし、その後、単年度で平成

２６年度、平成２７年度と別の事業所に委

託をして、平成２８年度からは３年の債務

負担を取って、今回が３回目でございます。 

 過去のいろんな蓄積がございますので、

そのあたりも事業所のほうに提供をして、

蚊の駆除をすべきところについては、一定

我々も把握をいたしておりますので、ただ、

時代とともに、精査をしながら必要でなく

なったところは対象から外し、新たに必要

になったところは、データとして残してお

りますので、そのあたりを事業所に提供し

ながら、駆除の対応をしていただいている

ということでございます。 

 それと蜂の駆除の中で、スズメバチだけ

ではないのかというご質問でございます

けれども、蜂の駆除につきましては、実施

要項を少しご紹介させていただきますと、

蜂の巣。基本原則は、市内で住居の用に供

する地ということで、お住まいになってい

るおうちを基本にさせていただいており

ます。 

 ただ、大規模なマンションでありますと

か、管理費を支払っておられるような賃貸

マンションにつきましては、そういう経費

の中で対応していただきたいということ

を、そういうことで対応いたしております。 

 スズメバチ以外、アシナガバチが多いん

ですけれども、６５歳以上の方で構成され

ている世帯であるとかについても、対応い

たしておりますので、その辺が周知できて

いないということであれば、また、機会を

捉えて周知もしていきたいと思っており

ます。 

 それと身体障害者の手帳をお持ちであ

る世帯であるとか、スズメバチ以外もアシ

ナガバチとか、ミツバチ等も場合によって

は対応しているというようなことでござ

います。 

 ただ、建物等でございましても、建物を

壊すようなところに蜂の巣を作っている

場合は、やはりその専門家でないと対応も

できないということで、その場合は、先ほ

ど申しました大阪府のペストコントロー

ル協会等々をご紹介させていただき、ご自

身での駆除をお願いしているというよう

な状況でございます。 

 それと蜂の巣を見つけてくださいとい

うことで、我々も時には現場に出向きまし

て、蜂の巣の確認に行ったりはしているん
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ですけれども、やはり我々が出向いても、

確認できない場合がございます。その際は

改めてご確認をしていただいた上、ご連絡

をしていただきたいということで、基本的

にはおうちの軒先でございますとか、庭の

木の枝木にとか、分かりやすいところに作

る場合が多いので、その分については、す

ぐにご相談の方も見つけてはいただいて

いるんですけれども、畑にあったり、野原

にあったりしますと、蜂は飛んでいるけれ

ども、なかなか巣が見つからないというよ

うな場合も現実ございます。 

 そのような場合、必要であれば、我々も

出向いて確認には行っているんですけれ

ども、それでも見つからないときがありま

すので、また見つかった時にはご連絡くだ

さいということでの対応をした経緯が数

件あるのは事実でございますので、我々と

しても動けるところは動き、また、市民の

方々もご自身で見つけていただく努力を

していただきたいということを今後とも

考えながら、事業を実施していきたいとは

思っております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 いろいろと市民に対応

していただいているんだと思うんですけ

れども、ぜひとも市民の皆さんの状況をし

っかりと聞いていただいて、寄り添ってい

ただきたいなというふうに思います。 

 あとは最後にですね、以前と比べると、

その駆除の内容ですね、ほとんどが蚊とい

うことになっていまして、３１９件に対し

て２２１件が蚊の処理。もちろんしていた

だいていいんですけれどもね。ゴキブリが

８２件ということで、あとのは蜂の１１件

ぐらいで、ほとんどゼロとか５件とかいう

ことなんですけれども。 

 以前の事務報告書を見ると、駆除した件

数が毛虫で６４件というのが出てくるん

ですね。そこから１年ごとに減っていって、

６４件、５６件、３９件になって、２０１

８年度からはもう毛虫はゼロということ

がずっと続いているんですけれども、結局

その駆除する対象を減らしていくことで、

この委託料が下がっているというふうに

なってしまっているということはないの

か、この辺についてお聞きしておきたいと

思います。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 毛虫の箇所にもい

ろいろよろうかと思います。以前、直営で

やっている頃も含めて、我々のほうでいろ

んな公共施設も対応していたという事実

もございます。 

 業務委託なり、債務負担行為をする際に、

公共施設につきましては、その予算を公共

施設担当課のほうに振り分けまして、公共

施設の毛虫の駆除でございますとかは、施

設管理者のほうでやっていただいている

というような状況もございますので、件数

については、その辺の全体的な対応の変化

の中で差が生じているんではないかとい

うふうに理解をいたしております。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 市民にとって、困った状

態になっていないということであれば、結

構なんですけれども、その辺しっかりと声

を聞いていただきながら、市民の目の届か

ないところも市として、対応をちゃんとし

ていただきたいなと思いますので、要望と

して、終わります。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 補正予算書の２４ページ、

２５ページの障害福祉費の障害福祉サー
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ビス費等給付費について、お尋ねをしたい

というふうに思います。 

 ９，６９６万８，０００円の増額になっ

ておりますけれども、その内容を教えてい

ただきたいというふうに思います。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 障害福祉費に係る

質問にお答えいたします。 

 障害福祉費等給付費につきましては、障

害者福祉サービスを提供した事業所に対

し給付するものでございますが、１０月末

の実績で、前年度と比較しますと、１０％

程度増加しております。当初予算に対して

不足が予測される分を今回増額要求させ

ていただいているものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 予算もそうですけれども、

前年度の実績を鑑み、予算を組まれている

というふうに思うんですけれども、この時

期で増額になっているというのは、何か特

別な事案が発生したのかですね、もしくは、

例えばコロナとか、そういうふうな影響が

あって増額になっているのか、その点を教

えていただきたいと思います。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 前年比で大幅に増

加している原因を特定するのは困難では

ございますが、今年の４月に障害者福祉サ

ービスに係る報酬の改定がございました。

その報酬改定、増額の改定になっておりま

すので、そちらが特に大きな要因ではない

のかなと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 分かりました。これから恐

らく検証されていくんだろうというふう

には思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時２９分 休憩） 

（午前１０時３０分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 議案第７１号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、１点だけ確認

をさせてもらいます。１ページ目の表が見

にくいなというのが感想ですけれども、表

題がないので、何の料金なんかどうなんか、

見てみないと分からない。 

２ページ目に、冷暖房設備使用料という

ことで、今回、空調がつくというところな

んですけれども。全面１時間で５００円あ

るいは半面で２５０円というところで書

いていますけれども、この金額を決めた理

由について、まずお聞かせください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 この味舌体育館ですけれども、第１体育

室にエアコンを装備する、市内初めての市

立体育館となります。エアコン使用料の金

額ですけれども、平成２８年２月策定の摂

津市使用料・手数料等見直しに関する基本

方針に従いまして、受益者負担の原則から、

エアコン稼働に要します光熱水費を含め

た使用料を決定いたしました。 

 このエアコンのその内容ですけれども、

第１体育室全面におきまして、１時間当た
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りエアコン稼働に要する光熱水費が基本

料金、使用料含めて１，０００円というこ

とになります。 

 したがいまして、受益者負担割合５０％

を当てはめて、エアコン稼働に要する使用

料は１時間当たり５００円、半面につきま

しては、２５０円といたしております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。 

 金額は理解しました。半面に使用すると

きって、真ん中にネットをやるだけで、別

にその区切りがあるわけではないので、半

面の場合、この１台だけで、うまくエアコ

ン機能としていけるかどうかというのが

気になっています。 

 半面の使用のときの、その管理といいま

すか、例えば、両面使っていたらいいんで

すけれども、半面しか使用していないとき

は、２台ともエアコンをつけようと思った

ら、つけれるんちゃうんかなというか、管

理の方法というか、そのあたりについても、

お聞かせください。 

 ２回目、以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 まず、機能のところですけれども、今、

委員がおっしゃいましたように、半面を使

用して、残り半面の使用がないという場合

ももちろん想定されます。この場合は、半

面のみの１時間２５０円でエアコン料を

いただくことになりますけれども、設計会

社に確認しておりますところ、空気の流れ

もありますことから、一定の効果はあると

確認はしております。 

 あと管理の部分でございますけれども、

エアコンのスイッチというのは、利用者が

スイッチを押すのではなくて、事務所のほ

うで中央管理をいたしますので、勝手につ

けてとかいうことはないということで、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。 

 最後に夏場の体育館って暑いので、熱中

症という観点から聞かせていただきたい

と思うんですけれども、いわゆる利用者負

担というところでいくと、例えば、夏やっ

たら冷房をつけるかつけないかというの

は、使用者の判断になると思うんですね。

昔やったら、もう暑い中でも我慢するとい

うこともあったと思うんですけれども、市

の所管する体育館で、例えば熱中症が起こ

ったとか、そういうのも困りますし、せっ

かくエアコン設備がついているので、使用

してほしいなというふうに思っていると

ころです。 

 例えば、冷房をつけてもらうとか、そう

いった働きかけじゃないですけれども、そ

ういったことを考えられているのかどう

か、お考えをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 委員がおっしゃいますように、夏、５月、

６月から９月、１０月ぐらいにかけて、非

常に気温が高い日も多くなっております。

こうしたことからも一定の時期を決めて、

熱中症対策のためにも、冷房の使用を必須

とするような内容も検討しております。 

 熱中症対策としまして、ほかの体育館も

そうですけれども、適宜窓口で対策のこと

について、しっかりと声かけを行ってまい
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ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 これからの期待も込められている体育

館でもございますので、市民の安全にも十

分配慮をしていただきまして、維持管理も

していただきたいなと思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 待ち望まれている体育

館だと思っています。先ほどエアコンの話

がありましたけれども、使用料について、

ほかの体育館とどうなのかということに

ついて、教えていただきたいと思います。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 他の施設ということで、まず体育館で他

市の体育館と比較をしてというところで

申し上げさせていただきますと、他市の体

育館、いろんな体育館がございますけれど

も、エアコンの使用料１時間５００円とい

うところは全体的に見たら、非常に金額と

しては抑えられている金額と、調査した結

果、そういったものは出ております。 

 あと、実際に市内のほかの施設との比較

ということであろうと思いますけれども、

先ほど申しましたように、平成２８年２月

策定のその摂津市使用料・手数料の見直し

に関する基本方針というものにのっとり

まして、基本的に使用料というのは設定し

ておることから、体育館に関しまして、い

ろんな施設と合わせる形でこの使用料の

基本方針に基づいて、この金額を決めたと

いうことでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 摂津市のほかの体育館

ですね、もう既にある体育館、古くなった

りとかいろいろあると思うんですが、新し

い体育館だけれども、同じ使用料というこ

とで、やっていただいているということで

すね。 

 新しいものができたら、どんどん使用料

が上がっていくということになると、建て

替えのたびに金額が上がったりとか、そう

いうことにもなりますので、ほかの体育館

の使用料と同じということは、ありがたい

と思います。地域ごとに、使いやすいとこ

ろがあると思うので、地域格差もそれでな

くなると思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 また、市民のほうからもいろんなご意見、

ご要望が出てくると思いますけれども、ぜ

ひ対応をしっかりしていただきたいと思

います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 今、光好委員と増永委員か

らの質問がありましたけれども、まず、当

然他の体育館と同じように減免制度があ

るのか、お聞かせをいただきたいというふ

うに思います。 

 それと、先ほどエアコンの件がありまし

たけれども、例えば、この体育室を使用す

る、その時間の前からですね、仮に早くこ

の体育室の温度を下げるために、エアコン

だけ先につけたいとかっていうふうなこ

とがね、可能になってくるのか。そこは厳

密にこの借りているスタート時間からし

かエアコンは、つけてはいけないよという

ふうなことになってくるのか。 

 先ほど全面・半面というような話があり
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ましたけれども、例えば、半面を借りて、

半面で別の団体が使われていると。半面で

エアコンをつけていると。その風によって、

涼しい風が来るから、もう片方はエアコン

をつけずにというふうなことでね、この利

用者間でのトラブルというふうなことが

生じてこないのかね。これからまだまだ考

えていかなあかんというふうには思うん

ですけれども、その点、今の段階で考えて

おられるのか、お聞かせをいただきたいと

思います。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 まず、減免団体のところにつきましては、

体育館条例のところにもありますように、

減免のことについて、統一しておりますの

で、例えば、他の体育館では減免だけれど

も、味舌体育館においては、減免ではない

というようなことについてはございませ

ん。 

 二つ目の体育館のエアコンのスイッチ

を入れるタイミングというところでござ

いますけれども、先ほどの熱中症対策のと

ころでもお答えさせていただきましたけ

れども、やはり非常に暑い日はございます。

万が一暑さ指数が、厳重警戒を超える場合

などにおいては、指定管理者において、適

宜判断いただいて対応いただくことにな

ろうと思います。 

 それと、半面のご質問ですけれども、今、

委員がおっしゃいましたような事例です

ね。これについては、確かに想定されます

ので、同じような運営を行っている北摂他

市の体育館に確認をしますと、やはり開館

直後においては、運営上の問題というのも

発生することもあったと。ただ、使用者は、

やはり基本的にエアコンを使用されるこ

と、あと熱中症対策として窓口で適宜声か

けを行うこと等で、そのエアコンの使用に

ついての課題は解消しているというよう

な話を確認しておりますので、そういった

問題が継続されるということはないとい

う形で認識をしております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 この分に関しては、ソフト

面の部分になりますので、これから恐らく

ハードの部分が出来上がって、運営という

ふうなことになってきますと、事細かくで

すね、ほかの体育館を運営されていますか

ら、それに準じてというふうなことにもな

ろうかというふうに思います。 

 また、その指定管理のところがほかのと

ころで運営されているというところもあ

るでしょうから、他の体育館をよく知って

いるというところもあると思いますので、

運営が開始するまでに、こういうふうな問

題が生じるんじゃないかというふうなと

ころをやはり事前に把握をして、トラブル

にならないようにお願いをしたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、まず、体育館の

名称についてでございますけれども、今ま

で（仮称）新味舌体育館ということでお話

が進んでいたと思うんですけれども、この

たび正式に摂津市立味舌体育館というこ

とで表現されていますけれども、これを決

定するに当たって、地域の住民の方とか、

どういう経緯をもって、この体育館の名称

を正式決定されたのかということと。 

 工事のほうも、もう残すところあと４、

５か月になってきたと思うんですけれど
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も、周辺の方からの様々なご意見とかなか

ったのかについて、お伺いいたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 まず、名称についてですけれども、これ

までも地元からは、味舌という文字は必ず

入れてほしいというような強い要望があ

りましたけれども、毎月第一日曜日デイハ

ウスましたでされております味舌連合自

治会の定例会議に何度か出席させていた

だきまして、ご意見をいただいたりしてい

る中で、やはり味舌体育館か新味舌体育館

かという意見をいただいております。 

 ただ、やはり数十年後とかを考慮したと

きにその新の文字を入れるということに

は抵抗があるという声もありまして、味舌

体育館と名称を決定して、上程させていた

だいておるところでございます。 

 あと、工事の中でのクレームというとこ

ろですけれども、近隣からのクレームはご

ざいました。工事のトラックが薫英高校の

前を、徐行よりも速いスピードで走ってい

たということで、現場事務所にクレームが

あったと聞いております。車の種類も判明

しておりましたので、厳重に注意をさせて

いただいております。 

 あと安全確認のブザー音についても、近

隣からご意見をいただいておりましたが、

こちらについても、安全確認のためだとい

うことでご理解をいただいております。 

 騒音状況などにつきまして、デジタルサ

イネージを道路に掲示しておりまして、通

行する近隣住民に対してもお知らせをす

る環境を整えております。 

 以上です。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 名称については、連合自治

会を通して確認していただいたというこ

とで、理解できました。 

 もともと旧味舌小学校の跡地になると

思います。小学校が統合されるときに、旧

の味舌東小学校が移転をしたわけですけ

れども、そのときに名前も味舌というふう

に変更されていると思います。 

 ある意味、旧味舌小学校を卒業された方

にとっては、体育館ができることで再びそ

の地が小学校ではないですけれどもね、帰

ってきたような、そういう思いもあると思

うんで、そういう思いも酌んでいただきな

がら、道路もそんなに広くないですし、薫

英高校の交差点も工事車両が入ってくる

のに大変な状況だと思うので、特に事故の

ないように進めていただけることを要望

します。 

 次に、この体育館は非常に正雀駅からも

近いですし、利便性が高いところにあるの

かなと思います。それで、例えば味生体育

館等ですね、東淀川区のほうから、バレー

ボールで来ている方とかいうふうな声を

聞きます。東淀川区のほうもなかなか会場

が取れないとかいうのがあって、摂津市の

ほうの体育館を使われている場合もある

んですね。 

 そういう意味で、利便性が高まったこと

によって、他市からの利用というのも今後

あるのかなと思うんですけれども、その点、

摂津市民との関係をどう考えているのか。 

 例えばバスケットボールや、バレーボー

ルなど、いろいろな大会があるわけですけ

れども、昔は三島地区の大会とかも摂津市

で行われるときがあったと思うんですけ

れども、今回、体育館の面積とか、それか

ら観客の収容とかを考えて、そういう三島

地区とかの大会にも準ずるような、そうい
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う規格になっているのかどうか、その点を

お伺いをいたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 まず、市民と市外在住者の関係のところ

ということですけれども、我々といたしま

しては、しっかりと稼働率を高めていきた

いと。市民と市外在住者と、条例の中でも

市外在住者の場合の使用料というのは、

「この表に定める金額に２を乗じて得た

額とする」という形でなっておりまして、

市民と市外在住者の利用金額について、こ

ういう形で差がついているという内容に

なります。 

 したがいまして、こういったところで市

民に使っていただきながらも、市外在住者

にもご利用いただくというような形にな

ってこようと思います。 

 それと、三島大会等々についてのお話で

ございますけれども、面積的な部分等々で、

その大会という規模のものというのも大

小様々ありますので、大きな大会というの

はなかなか難しいかなとは考えておりま

す。もちろん駐車場の関係であったりとか、

建築基準法第４８条ただし書の関係のと

ころの観客というようなところも含めて、

大きな大会というのは非常に難しい部分

はあると思いますが、小さな大会であった

りとか、練習であったりとか、そういった

ような形でいろいろご活用いただければ

と考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 内容について理解しまし

た。市民の方が、せっかく新しい体育館で

すので、喜んでお使いいただけるようにさ

らに配慮いただきたいと思います。 

 三島地区大会に準ずるものを行うこと

もあるということなんですけれども、今少

し答弁の中にもありました駐車場の事情

なんですけれども、例えば、近隣でコイン

パーキングがあるのかどうか、それから近

隣には保育所があります。土曜日は保育所

をやっておると思うんですけれども、日曜

日は休みなので、そのスペースの活用交渉

とか、あるいは、薫英高校の活用であると

か、そのあたりをですね、近隣の駐車でご

迷惑かけないように配慮されているのか

どうかについて、１点目にお伺いしたいと

思います。 

 それから、２点目にはですね、４月から

オープンということですけれども、予約は

いつからできるようになるのか。それから、

使用料等に関して、今デジタル化をいろい

ろ進めているんですけれども、電子決済と

か、そういう考えがあるのかどうか、これ

についてお聞かせください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 まず、近隣の駐車場の状況ですけれども、

半径５００メートルのコインパーキング

の数というものを調査しておりまして、２

３か所２２０台、場所があることは確認を

しております。 

 あと予約についてですけれども、予約し

て実際に使用するためには、新たに味舌体

育館での使用者としての登録を行ってい

ただく必要がございます。そこの使用者と

しての登録を、１月５日から開始をするこ

とで見込んでおります。 

 実際に施設の仮予約というのは、そこか

ら使用者の登録を１か月程度行った後、２
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月頃からを想定しておりますので、詳細に

つきまして、広報せっつですとか、ホーム

ページ等々使って、お知らせをしてまいり

たいと考えております。 

 あと使用料の電子決済についてですけ

れども、今デジタル化というお話をいただ

きましたが、現状ハードルとしては、なか

なか体育館の部分におきましても難しい

のかなと考えておりますので、また今後の

一つの研究の部分として考えていきたい

と思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 予約の時期や決済状況は

理解しました。 

 駐車場もよく調べていただいていると

思います。たまに突然駐車場が閉鎖された

とか、そういうこともありますので、よく

また定期的に見ていただきたいなという

ふうに思います。 

 あと指定管理となる会社との交渉があ

ると思うんですけれども、オープンの日ま

でにしっかり準備を進めていただきたい

ことを要望して、終わります。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 次に、議案第７５号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 指定管理について、１点

だけ。 

 今回、指定管理者が株式会社エスエスケ

イというふうになっていると思いますけ

れども、確認の意味でそれに至った経緯で

あるとか、ほかの体育館は公募やったと思

うんですけれども、今回の決め方とか、そ

れらについて、併せてお聞かせいただきた

いと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ご質

問にお答えいたします。 

 株式会社エスエスケイ選定の経過や非

公募というところでございますけれども、

これまで平成３１年度から５年間、摂津市

の体育施設でありますグラウンド、体育館、

テニスコートの８施設につきまして、株式

会社エスエスケイを指定管理者としてご

ざいます。 

 選定の経過といたしまして、非公募の理

由にもなってくるんですけれども、まず、

味舌体育館とほかの８施設を一体管理を

行うことにより、人員の融通であったり、

本部の経費の削減であったり、そのほか施

設の調整によって、新たな指定管理者を導

入するよりも、低コストで管理運営ができ

るということ。 

 あと、既存の３体育館につきまして、指

定管理業務を行っていることから、摂津市

の施設利用についての予約システムです

とか、あるいは施設運用のルール等々も熟

知されており、新たな教育などが必要なく

て、こちらもコストを抑えられることが挙

げられます。 

 あと一つ挙げるなら、平成３１年度から

指定管理業務の実績から毎年、指定管理者

の評価においてもＡ評価となっておりま

して、施設を管理する能力が十分に備わっ

ていることが確認されていること。 

 こうしたことから、選定の経過といたし

ましては、今年６月に市で決定しました管

理業務仕様書を株式会社エスエスケイに
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対して提示いたしまして、指定管理者申請

書の提出を受け、７月に選定を行っている

という形になります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 非公募ということで、ほかの３体育館と

の一体管理ということでいきます。本当に

教育の視点であったり、メリットもあろう

かと思います。あと運動広場、テニスコー

トなども、株式会社エスエスケイがやって

おられると思いますんで、そういった意味

では、全体を通じての融通であったりとか、

あるいはいろんな応用が利くのかなとい

うふうな気もします。 

 先ほどありましたけれども、私も指定管

理の評価書というのは結構見させていた

だいていて、本当にＡ評価でありますし、

いろんな工夫などもいろいろ今までやら

れているかというふうに思いますんで、期

待できる点かなというふうにも思います

し、熱中症についても株式会社エスエスケ

イのほうからそういった経験等含めて、い

ろいろ配慮であったり、働きかけというの

もしっかりしていただけるのかなという

ふうに思いますので、これからも市民サー

ビス向上という観点からも、しっかり取り

組んでいただければと思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 光好委員のほうからも

質問がありましたけれども、今回も体育館

に関しては、株式会社エスエスケイにお願

いするということです。 

 令和２年度の指定管理者評価結果が出

ております。株式会社エスエスケイは全体

評価、Ａ評価ということで、いい評価がつ

いていると思うんですけれども、その中で

１点だけ、非常時・緊急時等の対応につい

て、これが指定評価者の評価も市の評価も

２ということで、５段階評価の２になって

いるんですね。５段階評価の２は、要求水

準を下回っている。一部に改善が必要とい

うことです。 

 この点が気になりますので、どういうこ

とで、こういうふうになっているのかとい

うことについて、また、改善されるのかと

いうこともお伺いしたいと思います。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ご質

問にお答えいたします。 

 令和２年度指定管理者評価シートにお

きまして、６番非常時・緊急時等対応につ

きまして、５点満点中２点と、市としても

評価いたしました。 

 この理由といたしましては、いわゆる標

準の３点の評価基準としましては、非常

時・緊急時等の連絡体制が取れていること。

あと従事者が避難訓練を実施しているこ

と。あと非常用設備が動作することを確認

していること。この３項目全てが実施され

ていて初めて、標準の３点となります。 

 令和２年度につきましては、この３項目

中の避難訓練の実施というのが、コロナの

影響で実施ができておりませんでした。こ

の指定管理者評価シートは、コロナの影響

を考慮せず、事実としてどうであったかと

いうことを評価しておりますので、厳しい

ながらも２点といたしました。 

 なお、今年度につきましては、１１月２

６日に避難訓練を実施はしております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 コロナの関連で避難訓

練ができてなかったということが、この原
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因やということで分かりました。 

今度の体育館は、避難所ともなる体育館

です。避難所運営ということになれば、エ

スエスケイではないと思いますけれども、

やはり日頃からこういうことについても、

管理者の側にも自覚を持っていただくと

いうことも必要だと思います。また避難訓

練を実施していただいたということです

ので、安心いたしました。引き続き、よろ

しくお願いいたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 指定管理の選定について

は、さっきの答弁で理解ができました。 

 今、上がっているエスエスケイについて

は、集まれ未来のメダリストとか、グラウ

ンドでいい企画をというか、提案をしてく

ださって、市民にとってもプラスになるか

なというふうに感じております。 

 その上で、例えば周辺の市について、体

育施設の指定管理について、どのように取

り組まれているのか。例えば１社で進めて

いるのかとか、競合しながら進めているの

か、その点、分かる範囲で教えてください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 今、具体的にその市の名前というところ

までは把握しておりませんけれども、摂津

市の面積的な部分であれば、もちろん１社

でやっているところもございますし、もち

ろんその市域が広がれば、ＪＶを組んでや

っておられるようなところもございます

し、もちろんその市域の範囲ですとか、規

模ですとか、そういったところに準じて実

施をされておられます。 

 摂津市につきましては、やはりスケール

メリット等々考慮した上で、このような形

で提案させていただいております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 分かりました。また他市と

の状況もよく見つめながら、進めてほしい

と思います。 

 指定管理者と、それから市とのこの距離

感というのがやっぱり大事やと思うんで

すね。実務は、やはり餅は餅屋じゃないで

すけれども、その業者のほうが詳しいこと

とは思うんですけれども、やっぱり市のほ

うもしっかりスキルを磨いていただいて、

きちんと言うべきことは言えるような、そ

ういう立場であっていただきたいなとい

うことを要望して、終わります。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時７分 休憩） 

（午前１１時９分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 次に、議案第６６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 増永委員。 

○増永和起委員 国民健康保険特別会計

の補正で、８ページです。 

 一般被保険者医療給付費分の財源内訳

が変わるという補正になっていると思う

んですけれども、一般財源から特定財源に

変わるということですが、制度の仕組みに

ついて、お聞かせいただきたいと思います。 

 以上です。 
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○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、増永委員

のご質問にご答弁申し上げます。 

 補正予算書８ページ、９ページの事業費

納付金の医療費給付分に係る財源内訳に

ついてでございます。 

 この部分の内容につきましては、６ペー

ジ、７ページのところにも少し関係はする

んですが、基盤安定負担金の保険料軽減分

の医療分と保険者支援分の医療分の７１

５万円と７７万円の計７９２万円を一般

会計繰入金の財政安定化支援事業繰入金

の、マイナス部分を補てんするために、財

源の内訳を変更したものとなります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 分かりにくかったと思

うんですけれども。基盤安定の関係で、特

定財源のほうに移行するようになったと

いうことですよね。今までは一般財源でそ

の分は出ていたけれども、特定財源のほう

になることで、一般財源を減らすことはで

きたというふうなことだと思います。 

 被保険者の人数なんですけれども、だん

だん減ってきていると思うんですが、令和

２年度に関しては、その減りが少し鈍化し

たというようなお話も以前に聞いたかと

思うんですが、被保険者の推移について、

お聞かせいただきたいと思います。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、増永委員

の２回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 委員のご指摘のとおり、令和元年度から

令和２年度におきましては、被保険者数の

減少傾向は鈍化しております。その要因と

しましては、やはりコロナ禍における離職、

あるいは再就職等において国保にとどま

っている方がおられたというところが推

測されまして、被保険者数の減少傾向は鈍

化というのが、今のところ分かっている範

囲でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今後の医療費の問題な

んですけれども、今おっしゃっていたよう

な内容で被保険者のうち、高齢者がふえる

んじゃなくて、割と若い年代の方があまり

減らないという形になっている。また新た

に入ってくるという形になっているとい

うことでございます。 

 そうなると、被保険者数はそんなに減ら

ないけれども、医療費総額がそんなに大き

く上がるわけではないということになる

と思います。高齢者がたくさんいらっしゃ

ったら、もちろん医療費総額は上がってい

くんですけれども、若い方が入られておら

れるということでは、あまり医療費総額は

上がらないのかなと思うんです。 

 一人当たり保険料は、これからも上がっ

ていきますという大阪府の考え方ですけ

れども、そう見ると、一人当たりの保険料

もそんなに大きくは上がらないと思って

見ているところでございます。 

 ぜひその辺も大阪府としっかり話をし

ていただいて、保険料をしっかり抑制して

もらうように、むやみやたらと高い推計を

出していかないように、また、統一化に向

けての見込みの金額、それについてもちゃ

んと大阪府に示してもらうように、しっか

りと要望をしていただきたいと思います

ので、これは要望といたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 
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 次に、議案第６８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 質疑なしと認め、質疑

を終わります。 

 次に、議案第７２号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 議案第７２号というこ

とで、この条例の内容についても確認をさ

せていただきたいと思います。 

 この出産育児一時金については、本体と

なる部分と、産科医療補償制度の掛け金の

部分の二つで構成されているというふう

に。そして４２万円が支給額の上限になっ

ているというふうに認識しておりますけ

れども、今回の改正によって、この４２万

円の上限を変えずに、この二つの内訳だけ

が変わるということだけの理解でいいの

かどうかというのを、まずお聞かせいただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、光好委員

のご質問にご答弁申し上げます。 

 まさしく委員のご指摘のとおりでござ

いまして、今回の改正につきましては、産

科医療補償制度の見直しにより、掛け金が

１万６，０００円から１万２，０００円に

なったことを受けて、出産育児一時金の掛

金部分についても同様に１万６，０００円

から１万２，０００円に変更とするもので

す。 

 その一方で、少子化対策の観点を踏まえ

まして、本体部分を４０万４，０００円か

ら４０万８，０００円にすることで、現行

の４２万円の上限を維持するものでござ

います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

改定の内容については、理解いたしました。 

 全国的な制度の見直しということでの

金額変更ではないのかなというふうに認

識いたしたところでございますけれども、

一方で、摂津市の国保で、一度の出産にど

れぐらいの費用がかかっているのか。決算

審査に係る委員会のときにも、お金のこと

とか、件数とか、令和２年度の実績の質問

もあったかと思いますけれども、改めて把

握されている範囲で結構ですので、一度の

出産の平均の金額ですね、どの程度なのか

というのを２回目にお聞かせください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、光好委員

の２回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 出産にかかる平均的な費用についてで

ございます。費用額ベースで申し上げます

と、令和元年度で約５０万２，０００円、

令和２年度で約４９万４，０００円でござ

います。また、そこから直接的な費用に絞

り、先ほど申し上げました産科医療補償制

度の掛け金やベッドの差額代、文書料等を

除きますと、費用額ベースで、令和元年度

で約４５万５，０００円、令和２年度で約

４５万３，０００円程度となっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

平均的な出産費用、実質どれだけの負担か

ということも理解いたしました。 

 本年の１０月２９日ですね、出産育児一

時金につきましては、議会議案の提案者の
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一人としても、増額というところでいくと、

私も賛成させていただいたところでござ

います。 

 そこでも触れていましたけれども、たし

か厚生労働省のデータでは、令和元年度は、

先ほどお聞きした平均が４６万円だった

んではないかというふうに記憶しており

ます。 

 先ほどのご答弁で摂津市では４５万５，

０００円というところでございまして、非

常に近い数字になっているというところ

で、いずれにしても、先ほどのご説明にも

ありました出産育児一時金の４２万円を

超えているような状況、それ以上にかかっ

ているという状況ではないかというふう

に理解しました。 

 保険者としても、子育て支援には力を入

れていくべきだと、私、考えておりますし、

ぜひ国などに、増額等の要望をしていくべ

きなんじゃないかなというふうに思いま

すけれども、何かそういった機会があるの

かないのかというのをお聞かせいただき

たいと思います。 

 ３回目、以上です。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、光好委員

の３回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 国、府に要望する機会についてのご質問

でございます。保険者としましては、大き

いところでいいますと、近畿都市国民健康

保険者協議会という、国民健康保険の保険

者で構成されている会議にも参画してお

り、毎年度、要望事項を取りまとめしてお

ります。 

 ほかには、市としましては、大阪府市長

会や北摂市長会に参画しておりますので、

そこでも要望機会がございます。 

 この出産育児一時金につきましては、か

ねてより、大阪府市長会を通じて、国に対

して、財政支援の措置を講ずるよう継続的

に要望しているところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

既に、市長会等で要望されておられる、あ

るいは、様々な機会があるというふうに理

解いたしました。 

 ぜひとも、保険者の立場、あるいは市の

立場、いろんな立場からもですね、出産育

児一時金の増額など、必要事項については

いろんな機会を捉えて、これからも要望し

ていただきたいというふうに考えており

ます。よろしくお願いいたします。要望と

しておきます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 今、出産育児一時金につ

いても国に対しての要望をされておられ

るということでした。これは、出産のとき

の病院の費用など、一時金なわけですけれ

ども、出産のために仕事を休む。社会保険

なんかだったら、そのための休業補償とい

うか、そういうものがございますけれども、

休業手当金というのは、今、国保にはない

状態だと思います。 

 また、傷病手当金もない状況だと思うん

ですけれども、病気になって休む。お産の

ために休む。こういうことについて、収入

がその間なくなるわけですから、補償金、

手当金というのが必要だと思うのですけ

れども、このことについてはどういうお考

えか、お聞きしたいと思います。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、増永委員

のご質問にお答えいたします。 
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 出産に関わる部分の給与の補償であっ

たり、傷病手当に関するご質問かと思いま

す。現状、市町村国保におきましては、財

源等も含めまして、そういった制度はござ

いません。 

 ただ、今回のコロナ禍において、傷病手

当金が国基準の制度の下、創設され、現在、

その傷病手当金に関しましても、順次期限

が延びておって、傷病手当金を支給してい

るところでございます。 

 今後どういった形になるか分かりませ

んけれども、やはり財源の問題と大阪府の

広域化による運営方針の部分での給付の

統一というのもございますので、そのあた

りも含めて、検討はしてはまいりますが、

現状、大阪府の運営方針に基づき、傷病手

当金等に関してはないということで進め

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 摂津市だけでやってい

くというのは、なかなか難しいとは思って

おりますし、これはやはり国の制度として、

きちっと国保にそういうものをつくって

いくということをしていかないといけな

いと思うんですけれども、これは以前から、

国には要望していただいているんじゃな

いかと思うんですけれども、もう一回確認

をしておきたいと思います。 

 コロナ禍により、特別に今回傷病手当金

が創設されて、お勤めの方に対しては、そ

れが使えるということになっています。 

 しかし、働けなくなるということでは、

自営業の方もそれは同じなわけで、やはり

お産の間際まで働いて、病院から出てきて

すぐ働いて、そういうふうなことが健康被

害にもつながりますし、やはり子どもに対

してもよくない影響というのが出てきま

すし、しっかりとね、国の制度として、そ

ういう出産についての休業手当金、それか

ら病気などに対しての傷病手当金、これを

行っていただきたいというふうに思って

いるんです。 

 国に対しての要望がどうなっているか

ということについて、もう一度、お聞かせ

ください。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 国・府要望に関しま

して、詳しいところまで把握はしておりま

せんが、傷病手当金につきましては、北摂

市長会としては、今のところ要望は上げて

はいないというふうに認識はしておりま

す。 

 ただ、委員がおっしゃったように、そう

いった声があるのも一定事実ではござい

ますので、また府内でそういった議論がな

されれば、意見に耳を傾けて考えてまいり

たいと思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 病気したら休まなあか

ん。それからお産のときには休まなあかん。

これは会社勤めの方も自営業の方も国保

に入っておろうと、社会保険に入っておろ

うとみんな同じだと思うんですね。平等と

言いながら、国保の方だけその制度がない

というのは、本当に不平等だなというふう

に思っております。 

 今回コロナで傷病手当金ができたわけ

ですから、やはりこれはぜひぜひ国に対し

て、しっかりと声を上げて、国保の制度と

してつくってもらうようにということで、

頑張っていただきたいなと思います。要望

といたします。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 水谷委員。 
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○水谷毅委員 それでは、初歩的なことに

なるんですけれども、窓口払いの件です。 

 今回、改正になっていますけれども、出

産を終えて、窓口で精算をするときに、建

て替えをしなくてもいいという制度だと

思うんですけれども、それが１点と。それ

から、里帰り出産とかされた場合ですね、

そのまま適用されるのかどうか、この２点

お聞かせください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、水谷委員

のご質問にお答えします。 

 出産育児一時金に関しましては、直接払

いの制度を使われる方がほとんどである

かと思います。その場合に関しましては、

基本的には産科医療補償制度に加入され

ている医療機関がほとんどではございま

すけれども、医療機関に申請をすることで

手続は完了しますので、あとは保険者から

医療機関への支払いといった形でその差

額分を被保険者の方が負担をすることで、

負担軽減につながる制度であると思いま

すので、その点に関しては、問題ないかと

思っております。 

里帰りの部分に関して、医療機関に申請

をしておれば、問題はないかと思います。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 内容、理解できました。差

額分で、従来どおりでいけるということで

了解しました。 

 今回の制度、この改正については、やっ

ぱり少子化対策というのが一番大きな点

であると思います。また、出産される方の

負担軽減というのがあると思うんですね。

そういう意味で、この制度の周知ですね、

改正になるよということで、それはどのよ

うに進めていかれるのか、教えてください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 この条例改正につ

きましては、令和４年の１月１日施行にな

りますので、それに間に合う形で周知を予

定しております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 本市の場合、昨年からでし

たか、教育委員会のほうで子育てに関する

包括化が進んでいるというふうに思いま

す。そういう意味で、せっかく制度改正さ

れるんであれば、やはりコロナで出生数も

減っているということもお聞きしていま

すし、この制度の改正が実際に生きてくる

ように、配慮していただきたいことを要望

して、終わります。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時２８分 休憩） 

（午前１１時２９分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 議案第６７号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 質疑なしと認め、質疑

を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時２９分 休憩） 

（午前１１時３０分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○香川良平委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 議案第６６号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第６７号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第６８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第７１号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第７２号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第７５号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第７７号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午前１１時３２分 閉会） 
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